
いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防

住まい

地域包括ケアシステムの姿

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３０
分以内に必要なサービスが提供される日
常生活圏域（具体的には中学校区）を単
位として想定

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

等

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院
通所・入所

病院：
急性期、回復期、慢性期

病気になったら･･･

医 療 介護が必要になったら･･･

介 護

■介護予防サービス

地域包括ケアシステムの構築について

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される
地域包括ケアシステムの構築を実現。

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地域
包括ケアシステムの構築が重要。

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は減少する
町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差。

○ 地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の
特性に応じて作り上げていくことが必要。
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○ 市町村職員が在宅医療・介護連携推進の事業に取り組むためのノウハウをまとめたもの。
○ 国立長寿医療研究センターが、平成２３、２４年度に実施された在宅医療連携拠点事業の
成果をもとに平成２５年１２月に作成。

○ 平成２５年度に本ハンドブックを全国の市町村、郡市区医師会に配布済み。
○ 今後、その実効性を検討した上で改訂する予定。

在宅医療・介護連携のための市町村ハンドブック

※ http://www.ncgg.go.jp/zaitaku1/handbook/index.html
（国立長寿医療研究センターHP）よりダウンロード可

【作成の趣旨】

地域包括ケアシステムの構築に向けて、地域の中で医療と介護サービス
が一体的に提供されることが必要であり、そのためには医療と介護の連携
をさらに推進していく必要があります。このハンドブックは、今後、国、都道
府県の支援のもと市町村が主体となって、地域の医師会等と連携しつつ
在宅医療と介護の連携を進めていくにあたって、その具体的な手法につい
て平成２３、２４年度に実施された在宅医療連携拠点事業の成果をもとに
まとめたものです。

ハンドブックの内容については、多くの市町村でご活用いただけるよう配
慮しておりますが、市町村の状況は様々であり、それぞれの地域における
将来的な在宅医療・介護連携のあり方を見据えた上で、地域の実情にあっ
た取組を実施していただきたいと思います。

【対象者】
市町村職員
在宅医療・介護連携を市町村と協働で実施する医師会等の団体の職員
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○研修会開催支援ツール（１） 研修運営ガイド

－ 国立長寿医療研究センター／東京大学高齢社会総合研究
機構／日本医師会／厚生労働省による共同名義

－ 研修開催事務局が用いる手順書としての活用を想定
－ 開催日程に応じていくつかのパターンを例示

○研修会開催支援ツール（２） ホームページ

－ 講師となる方が活用できる資料（講義スライド、読み原
稿、動画など）を収載

－ 事務局使用様式（依頼状など）も一式収載
－ テーマ別の120分構成のコンテンツ（講義＋グループ

ワーク）を整備
→ 地域のニーズに応じて研修内容のカスタマイズが可
能

○研修会開催支援ツール（３） 効果検証支援

－ 東京大学高齢社会総合研究機構／医学部在宅医療
学拠点では、評価アンケートを受講前／直後／1年
後／2年後と実施（地域間比較が可能）

－ 意識変化のほか、医師に対しては診療報酬の算定
状況の変化を調査し、行動変容を追跡

【研修会開催に関する問合せ先】
東京大学 高齢社会総合研究機構／医学部在宅医療学拠点（在宅医療研修担当）
Mail homecare_info@iog.u-tokyo.ac.jp Tel 04-7136-6681 Fax 04-7136-6677
〒277-8589 千葉県柏市柏の葉5-1-5第2総合研究棟
※問合せは原則メールにてお願いいたします。一度に多数のお問合せをいただいた場合、即日返
信が難しい場合がございます。

ホームページ上で公開中
随時活用可能

上記URLにアクセスし、「主催者・講師向け」
ページにてパスワード発行依頼

→ あらゆる資料を使用可能（講義スライ
ド、講師読み原稿、動画など）

※スライドは出典明記の上基本的に自由にお使いいた
だけます。追加・改変時はその旨明記ください。

検証を希望される場合は左記問合せ先まで

※本研修会は平成24～25年度厚生労働科学研究費補助金ならびに千葉県地域医療再生基金
の成果の一部として開発されています。

http://www.iog.u-tokyo.ac.jp/kensyu/

在宅医療推進のための地域における多職種連携研修会


